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これまで小細胞肺癌(Small cell lung cancer; SCLC)は、喫煙との因果関係があることから肺門部から発生
する中枢型肺癌と考えられてきた。しかし、日常診療では肺の末梢に原発巣を有する SCLCを経験すること
は少なくない。末梢型肺癌の代表である肺腺癌は末梢肺の lineage markerである    



















しているのかを検証するために TTF-1を発現している SCLC細胞株を用いて RNAi(RNA interference)によ
る TTF-1遺伝子のノックダウン実験を行った。その結果、TTF-1をノックダウンすることにより SCLC細胞
株の細胞増殖能および浸潤能が抑制され、TTF-1は腫瘍の悪性度に関わっている事が示唆された。 
以上の結果から、SCLCの発生部位と TTF-1の発現には有意な相関関係があることが明らかとなった。末
梢型 SCLCと中枢型 SCLCは予後が異なる集団として層別化が可能であり、両者の遺伝子発現プロファイル
が異なる事が確認された。両者は性質の異なる集団として層別化でき、TTF-1を発現している多くの SCLC
では TTF-1が癌の悪性度に関わっている可能性が示唆された。 
  
